                SURGICAL REPORT

Patient's name: 







Diagnosis for surgery: 
右橈骨骨幹部骨折後遷延治癒

Surgical procedure: 偽関節手術、骨移植術

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 

Blood loss: 


Blood transfusion:


Fluid transfusion: ml

Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

患者を全身麻酔下に仰臥位としてアルコールガーゼで清拭後、左上肢をイソジンで消毒した。エスマルヒで駆血してエアーターニケットの圧を250mmHgに維持して手術を開始した。橈骨茎状突起と上腕二頭筋外側縁を結ぶ前回の皮切を利用して約10cmの直線状皮切を加えた。皮下をモスキート鉗子で剥離して前腕筋膜を剖出した。腕橈骨筋と橈側手根屈筋間をモスキート鉗子で剥離して橈骨動静脈と橈骨神経浅枝を剖出した。神経テープで橈骨静動脈と橈骨神経浅枝をそれぞれ保護した。腕橈骨筋を橈側へ、橈側手根屈筋と橈骨静動脈を尺側へ避けて偽関節部を展開した。骨膜を橈骨の長軸に沿って偽関節部から約1cmずつ尖刃を用いて切離した。この切離した部分を手掛かりに平ノミを用いて骨膜に皮質骨をつけた皮質骨剥皮を偽関節部から約1cmずつ施行した。プレートに面した部分だけ皮質骨の連続性を認めた。偽関節部は瘢痕組織化しており、鋭匙を用いて新鮮化した。駆血を解除して骨からの出血の有無を確認した。出血の乏しい部位にドリリングを行い、更に新鮮化を行った。術野を生食2000mlで洗浄した。

左上前腸骨棘から約3cm背側に皮切を加えた。皮下を剥離して骨膜を剖出した。丸ノミを用いて骨膜を付けたまま外板を開窓した。鋭匙で海綿骨を採取した。生食で洗浄後、骨膜付きの外板で蓋をした。骨膜を2-0 バイクリルで、皮下を3-0 バイクリルで皮膚をスキンステープラーで閉創した。
術野を生食で洗浄した後、採取した海綿骨を偽関節部に骨移植した。皮質骨のついた骨膜を2-0 バイクリルで縫合した。前腕筋膜を2-0 バイクリルで、皮下を3-0 バイクリルで、皮膚をステープラーで閉創して手術を終了した。

術後単純X線像で偽関節部の掻破範囲および偽関節部の骨移植の量が充分であることを確認した。麻酔からの覚醒が良好で、四肢の運動、感覚に異常がないことを確認して手術室を退室した。
